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基本理念 「いのちに光を、心にやすらぎを」
いのちの大切さを重んじ、患者さんとの相互信頼の上に立った医療をめざします。
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このたび、看護部長を拝命いたしました名取三恵と申します。看護部は看護師 312 名、
看護補助者 17名で新年度をスタートいたしました。
　今年度は診療報酬改定と同時に、介護報酬および障害福祉報酬とのトリプル改定の年と
なります。2025 年以降「高齢者の急増」から「現役世代の急減」に局面が変化していくこ
とからも地域包括ケアシステムの推進が示されています。
　医療・予防・介護・生活支援・住まいのすべての要素に関わっているのは看護職です。
看護部では暮らしの場における療養を支えるために入退院支援部門を中心に外来、病棟、
地域が連携を図り途切れのない看護が提供できるよう努めております。コロナ禍で制限し
ておりました在宅訪問を再開し、患者・家族が安心した療養生活が継続できるものに繋げていきたいと思っており
ます。これからも地域完結型の医療を多職種や地域と一緒に取り組んでまいりたいと思いますので、皆様のご指導
ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。
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第 80 回　地域医療連携勉強会のご案内
日　時　　令和 6 年 11 月 8 日（金）午後 7:00 ～午後 8:00
場　所　　Ｗｅｂ開催
題　名　　「低栄養問題と栄養管理の重要性」
講　師　　北杜市立甲陽病院　院長　中瀬一先生

お問い合わせ先　　
市立甲府病院　地域医療支援室
〒400-0832　甲府市増坪町 366 番地
電話：055-244-1111（内）2211
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　当院では現在 20 名の薬剤師が在籍しており、医薬品の適正使用と安全性向上に努めています。
薬剤部の業務としては、調剤業務、注射調剤業務を中心に、製剤業務、TPN 製剤や手術室で使用
する麻薬の無菌調製業務、医薬品情報（DI）業務、病棟業務、抗がん剤調製業務、薬品管理業務な
ど多岐にわたりますが、今回はその中で病棟業務について紹介させていただきたいと思います。

　　　　　　　　当院では病棟に専任薬剤師を配置しており、患者さんが入院さ
　　　　　　　　れてから退院されるまでの薬物治療に一貫して関わっています。

　  入院時
　医師からの紹介状や、転院元の病院・施設などからの看護サマリー、薬局からのお薬手帳やお薬
説明書、及び患者さんやご家族との面談などをもとに、入院前に使用していたすべての薬剤につい
て鑑別を行っています。また、健康食品やサプリメント等の使用、薬の副作用歴、自宅での内服状況、
理解度等についても確認を行い、これらの情報を入院中の薬物治療や薬剤管理に活用しています。

　  入院中
　持参薬や新たに使用する薬剤について、投与禁忌、相互作用、重複投与等の確認や、用法、用量
等の評価、配合変化や投与ルートの確認、適切な剤形の検討などを行い、医師・看護師など他職種
への薬剤情報の提供や処方提案などを実施しています。
　また、患者さんに安心して治療を受けていただけるよう使用薬剤について説明を行い、不安や心
配、疑問などがあればその解消に尽力しています。時折薬に関して、医師や看護師には直接伝えづ
らい、という話を聞くこともあり、その際には他職種への橋渡し的な役割を担っています。
　同時に、こうした面談による患者さんの状態の確認や、検査値のモニタリングを通じて、治療効
果の向上及び副作用の予防･早期発見に貢献できるように努めています。

　  退院時
　退院後も切れ目なく薬物治療を継続していただけるよう、処方内容や日数の確認、残薬調整、一
包化などの薬剤整理、服薬指導などを行うとともに、お薬手帳やお薬説明書を用いて、かかりつけ
医やかかりつけ薬局へ情報提供を行っています。また、必要に応じて訪問看護師やケアマネージャー
を交えた合同カンファレンスに参加し、必要な情報の提供や退院後の対応の検討などを行っていま
す。当院では服薬指導に力を入れており、特に退院時の服薬指導件数は 100％に近く、県内でもトッ
プクラスとなっています。

　病棟専任薬剤師以外にも、感染対策チーム（ICT）や抗
菌薬適正使用支援チーム（AST）、緩和ケアチーム、栄養
サポートチーム（NST）など、各種チームに専門の薬剤師
が参加して治療の支援に当たっており、他職種と連携しな
がら安全で効果的な薬物治療の実施に寄与しています。
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★ 外科の在院日数は
　 全国的に見ても
　 当院は短いです︕

選ばれる POINT !(^^)!

① 丁寧な説明と患者さんの希望に合

　 わせた早期治療が可能

② 各専門医と連携し 患者さんに最適 

　 な医療の提供

胆嚢炎等 腹腔鏡下胆嚢摘出術等（予定入院）

全国平均在院日数︓6日

市立甲府病院
平均在院日数4.4日

全国集計
平均在院日数中央値︓6.1日

在院日数分布

データ引用元：株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパンダッシュボードX

虫垂炎 虫垂切除術 虫垂周囲膿瘍を伴わないもの等

全国平均在院日数︓5日

市立甲府病院
平均在院日数3.8日

全国集計
平均在院日数中央値︓5.5日

在院日数分布

データ引用元：株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパンダッシュボードX

結腸（虫垂を含む。）の悪性腫瘍 結腸切除術 （予定入院）

全国平均在院日数︓14日
市立甲府病院
平均在院日数13.5日

全国集計
平均在院日数中央値︓14.9日

在院日数分布

データ引用元：株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパンダッシュボード

　患者さんの希望に合わせて早期治療
ができ早期退院に向けたチーム医療の
提供を行っています。
　当院の総合相談センターでは入院前
から退院までの一連の流れを切れ目な
く行う入退院システムに取り組んでい
ます。入院前から他職種で連携を図り、
患者さん 1 人ひとり細やかな対応を心
がけ、安心して入院することができま
す。早期退院後も安心して療養いただ
けるように、サポート体制を整えてお
ります。
　退院後は、地域のかかりつけ医での
フォローをお願いしています。
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・クリティカル
パス導入

・患者教育

・低侵襲手術

・治療

入退院支援
・看護師
・MSW
他職種連携
・薬剤師
・栄養士　　
・リハビリ技師
　　　　　等

・術後ケア強化
・合併症予防
・早期から日常生活

に合わせた効果的
リハビリの導入

在宅・施設等

入　院

データ引用元：株式会社グローバルコンサルティング・ジャパンダッシュボードX
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